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 日本福祉大学では、全学共通の教養科目を複数キャンパスで実施するため、通信教育課程でのノウハ

ウを活かしたｅラーニング教材を開発し、通学教育・通信教育に共通の授業を実践している。現在、ｅ

ラーニングで完結する授業コンテンツと対面授業とｅラーニングを組合せるブレンディッド・ラーニン

グコンテンツの 2 種類の開発を進めており、通信・通学両課程における授業用コンテンツの相互活用を

目指している。 

１．実施規模 
通学教育・通信教育に共通の教養科目を実施 
※科目数：1 科目 
※受講学生数：通学課程 737 名、通信課程 1,648 名 

 

２．授業での位置付け 
 インターネットでの教材・動画配信によって展開する授業科目を、全学生を対象とする「通信・通

学融合プログラム」として開講しており、通学課程の学生は、講義、小テスト、教員との質疑応答、

学生同士のディスカッションなど、定期試験以外は全てｅラーニングで実施している。 
 

３．代表的な授業科目での活用状況 
 『福祉社会入門』は、「ふくし」を様々な視点から紐解く福祉分野の導入講義として、通信教育課

程ならびに通学課程各学部を代表する１２名の教員がテーマによって分担するオムニバス形式で授

業を行う。授業は２単位を１５講で構成し、１講を３章構成として１章あたり１５分目安の講義コン

テンツを配信している。学生は、講義コンテンツを視聴した後に確認テストによって理解度が向上す

るまで繰り返し取り組んでいる。学生が主体的に授業に参加するよう、教員がテーマを提示して学生

同士のディスカッションを促し、学生がアクションを起こすよう工夫している。 
 

４．大学の支援体制・支援内容 
（映像・音声による講義コンテンツ）

 １７年度より、メデ

ィア教育センターに

「教育デザイン研究

室」を設置して教員と

学生を支援している。

教員向けの支援として

は、ｅラーニングシス

テムを活用した講義の

構成、コンテンツの企

画などを教員とともに

検討するインストラク

ショナルデザイン、教



材作成支援、ビデオ講

義の収録、著作権処理、

ＬＭＳ運用管理、学内

での啓発活動を行って

いる。インストラクシ

ョナルデザインについ

ては、教育デザイン研

究室に勤務するインス

トラクショナルデザイ

ナーが担当教員と打合

せを重ね、教員の負担

に配慮しつつ、教材の

本編、小テスト、ディ

スカッションなどの設

計を行う。必要に応じてパワーポイントの作成も教育デザイン研究室で代行している。 

（確認テスト）

 学生向けの支援としては、開講期間中は専任の学習指導講師を配置しており、ネットワーク上での

質疑応答への対応など、担当教員との連携により個別指導を行っている。 
 

５．ｅラーニング教材の活用効果 
① いつでも何処でも学習できるユビキタスの授業環境を実現した。 
② 資格取得に関する全学共通科目の設置など、学生の履修機会を大幅に拡大することが可能となった。 

 

６．今後の課題 
 今後は、ブログやＳＮＳ（ソーシャルネッ

トワーキングシステム）の要素を取り入れた

情報交換の場を構築して、福祉に関係する

NPO 等地域支援者、実習施設、企業などの

社会現場と大学をつなぐオンライン・ラーニ

ング・コミュニティの形成に取り組んでおり、

授業への現場情報の取り入れ、現場情報の知

識ベース化、社会人の資格取得支援などによ

る「循環再生産型」ともいうべき新しい学習

スタイルの実現を企図している。なお、活動

の拡大に伴って支援体制の強化が急務とな

っており、インストラクショナルデザイナー

の確保および育成、開発委託体制の強化、教

材作成に携わる学生アシスタント組織の立

ち上げなどを進めている。 
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